












An Examination of the support Method for Lowering the Job-Quitting   
Rate from the Viewpoint of Merits and Demerits that Young Nurses Found  
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The purpose of this study to clarify advantages and disadvantages of the PNS (partnership nursing 
system) from the viewpoint of young nurses in hospital to exam of support for low turnover rates.  
Advantages of the PNS were 7 categories; [Reassured by closeness of each other's distance ], [Enables 
the development  of own nursing], [Gained own thought ], [Offered better nursing to patients ], 
[Improved a communication skill ], [Improved the work efficiency], [Humbled by that thought].  
Disadvantages of the PNS were 6 categories; [Increased workload], [Lack of contact with patients], 
[Decreased the contemplation of own thoughts ], [Felt an ambiguity of responsibility], [Decreased a 
communication with other pairs],  [Inability to state own personal opinions ]. To young nurses, the 
PNS is considered an effective nursing system to develop with comfort and ease. The results 
suggested that young nurses need to be receive a support make use of disadvantages of PNS from 
the viewpoint of young nurses. 
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約 30％を超え、2060（平成 72）年の人口は 8,674
万人となり、1 年間に生まれる子どもの数が現在




















































































































































































若手看護師 6 名の語りの分析結果から、PNS の
メリットは 66 コード、30 サブカテゴリー、7 カ
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表１．若手看護師が捉えた PNS 導入によるメリット
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コード サブカテゴリー カテゴリー
仕事量はどちらかというと多くなった
医師からの指示や急変があった時は、受け持ちの人数が増えれば増える分、いろんなと
ころを見なければならないので仕事量は増えた
受け持ち患者全員の責任を持たなければならないので、全員の情報を得て観察をし、大
きな処置が入ると忙しいと感じることの方が多い
忙しいと感じることが多い
一人一人の患者に要する時間は一人で患者回りをしていたときより確かに短くなってい
る
ひとりの患者に費やす時間が減った
自分の受け持ち患者のことはわかるが、受け持ち以外の患者に何が起こっているのかわ
からないことが増えた
ペアで解決できるようになったので、ペア二人で始まって二人で終わるといった仕事の
仕方に変わった
患者のところにいく回数が減ったので、患者と日常会話をする時間も少し減ったと思う
患者との日常会話がすごく減った
患者との日常会話は極力省いて患者回りをするので、バイタルを測り、観察をして終わ
りという感じになってしまっている
先輩と患者回りをすると、患者に聞きたいことがあっても切り出しにくく必要最低限の
ことしか聞けない
患者の話をじっくり聞きたいとき、これまでは自分の仕事をコントロールすればよかっ
たが、PNSだとそうはいかない
患者の話を後で聞きにくると言い、他の仕事を優先してしまうことが多い
先輩のように、今この患者の話を聞きたいから他を回っておいてほしいと言うことは難
しい
プライマリーでどうしても患者の情報をとりたい場合は、勤務時間外に取に行っている
プライマリーの患者訪室は時間外に行くことが多い
その場ですぐに相談できる分、以前ほど自分の中で考えてアセスメントして相談すると
いうことが減った
自分で考えた上で他のスタッフに相談す
ることが減った
熟考することが少ない
お互いが相手方がやっている、見ていると思ってしまい、見落とすことがあると思う
よくペアになる相手だと、ここまでやってくれているだろうという勝手な憶測が出てく
る
（看護業務に）隙間ができてしまう 看護業務に抜けがある
自分の関与していないことでも二人で責任を負っている分、インシデントが起きると自
分にも責任があるが、責任の所在が曖昧な時がある
責任の所在が曖昧である
前はチームで動いているという印象が強かったが、今はペア二人で仕事をしているとい
う感じで、他のメンバーとあまりしゃべらなくなった
ペア以外のスタッフとのコミュニケー
ションが減った
ペア以外のスタッフとのコミュニ
ケーションが減る
経験年数が自分よりも上の人とペアになると、自分の意見を述べることが難しいなと感
じる時もある
意見が述べにくい
他の人から、不足していたところを自分にだけ指摘されることもあるが、仕方ないと思
う
経験年数が少ないものが指摘を受ける
勝手な思い込みで見落とすことがある
責任が曖昧になる
主張できない
仕事量が増えた
仕事量が増える
患者との接触が減る
受け持ち以外の患者のことがわからない
患者との会話が減った
患者の話をじっくり聞けない
勤務時間外にプライマリー患者の情報を
とる
表２．若手看護師が捉えた PNS 導入によるデメリット
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